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さらに必要に応 じて人員の雇用な どに関し
て、いろいろ相談をしてくださいました。ま
た、JETROの場合は、ネット上でもいろん
な情報を提供していますし、いろんな資料も
たくさんあります。
　さらに、弊社のように通信事業へ参入する
会社にとっても、日本は非常に便利になって
います。総務省とその分支局のサービスは充
実 しており、弊社の場合は一一か所への届け出
だけで日本中で通信事業のサービスを提供す
ることができました。
　 このように、サービスの種類及び規模に
よっては、届け出だけでも通信事業に参入で
きるようになりましたので、海外から日本に
進出する企業にとっては非常にやりやすくな
りました。
　最後になりましたが、じゃあ日本でどう
いった問題があるかというと、あまり浮かば
ないんですが、ただ、日本に入って くる会社
にとって、大きい問題と言えば大きい問題に
なりますが、不動産取引の壁が非常に高い。
弊社の場合も、会社の背景とか社長の個人的
な背景について随分調べられて、あとで入っ
てから言われたのは、こんな会社だったのか
と言われたんです。先ほどのところにも書い
てあったのですが、国際ビルに入っています
けれども、実際海外の情報はあまり入ってな
いようで、中国聯通というのはどういう会社
なのかというのは、ほとんど知 られていな
い。ほかにも周 りの中国のJi　 が断られた
り、すごく長くて予定どおりになかなか対応
できないところも結構あ りました。弊社のお
客さんのある会社が、ネットワークの接続を
してほしいという希望をされたのですけれど
も、なかなかオフィスの場所が決まらなく
て、弊社のヂ配もなかなかできなくて、ぎり
ぎりでできたのは、この会社が結局最初に決
めたところが入れなくて、入ろうとするとこ
ろの自治体の知事にお願いをして、やっと紹
介 していただいてということもありました。
また、私個人も直接遭遇 したことが何度もあ
りますが、外国人にはなかなか家を貸さな
い。さらに言うと、外国入はいいんですが、
日本語が話せないと貸さないのですね。なぜ
か と言うと、問題が起 きたとき、コミュニ
ケーションができません。そういったことが
大きいか ら、私の同僚もすごく落ち込んで、
もう荷物をまとめて帰りたいと言い出したん
です。そこで、もっと問題になるのは日本で
会社 を登録申請するときに、まず代表者の日
本での住所が必要です。しかし日本での接触
がないので、部屋は借 りられません。借りら
れなかったらオフィスの申請もできません。
オフィスの申請ができないと部屋 ももちろん
借 りられません。そういったことで、グルグ
ル、グルグル回って、これは実際あったこと
ですが、最終的にその人は先輩からのア ドバ
イスで、ある通信機構の物件に入居できて、
その物件だと保証人も要 りません。保証金さ
え払えば借 りられたので、そういう役人との
つながりもできたんです。
　あと、保証人制度というのも我々外国人に
とって、ちょっと不便なところです。特に会
社の場合は、会社が保証人になっても個人の
保証人が必要になりますので、じゃあ、もし
全部外国人だったら、誰が保証人になるかと
いう問題 もあります。といって、お世話に
なっている日本の方に保証人になっていただ
くのもできない話です。特に初めて日本に来
る人は、すぐには馴染めなくて、また理解で
きません。それに敷金、礼金とか、入居する
ためにいろんな費用がかかるのも、難しいの
です。敷金は割 と他の どこの国でもある話
で、聞きますが、礼金 というのは、それは
払って戻してもらえないということを幾ら説
明しても、本社は理解できません。そういう
意味では、外国に行ってビジネスをするのは
文化的に、あるいはビジネス的にいろんな問
題があるのだと思いますけれども、こういっ
た一般の日本人にはそんな大 した問題ではな
いところで結構手間のかかるところがありま
す。そこであえてこの問題を私は当座の最大
の課題ではないかと思います。
　簡単ですが以上、私の実体験と聞いた話を
皆さんにご紹介しました。ご清聴、どうもあ
りがとうございました。
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